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平成２２年度 河川愛護月間

国土交通省では、国民生活にうるおいを与える空間としての「川」に

親しむ機会を提供し、河川愛護への理解と関心を深めることを目的に昭

和４９年から毎年７月を河川愛護月間としています。

期間中には広報活動の一環として、様々な取り組みを実施しています。

今年度は、推進標語（平成１６年度選定の推進標語（「川が好き 川

にうつった空も好き」）を募集するとともに、川での「思い出」や川へ

の「思い」を絵と文章ではがきに描いた「絵手紙」を、子供達に加え広

く一般の方からも募集し、より一層河川愛護の意識が高揚することを目

的とし実施します。また、優秀な作品は、平成２３年度の河川愛護月間

のポスター、チラシ等として使用する予定です。

また、今年度も７月１日～７日を「河川水難事故防止週間」としてい

ます。出前講座等により河川水難事故防止に関する啓発活動を行い、河

川利用者の安全意識の向上に努めます。

月間中、那賀川・桑野川を管理している国土交通省那賀川河川事務所

では、沿川住民参加による行事を予定しています。

平成 ２２ 年 ７月 １日

国土交通省 四国地方整備局

那 賀 川 河 川 事 務 所

問 合 せ 先

国土交通省四国地方整備局

那賀川河川事務所 副所長 高橋 淳二（内線２０４）

調査・品質確保課長 山下 正浩（内線３５１）

管理課長 岡林 福好（内線３３１）
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平成２２年度 河川愛護月間について

１．目 的

この運動は、身近な自然空間である河川への国民の関心の高まりに応えるため、地域住民、

市民団体と関係行政機関等による流域全体の良好な河川環境の保全・再生への取り組みを積極

的に推進するとともに、国民の河川愛護意識を醸成することを目的としています。

２．期 間

平成２２年 ７月 １日（木）から平成２２年 ７月３１日（土）まで

３．運動の重点

（１）流域と一体となった良好な河川環境の保全・再生

（２）地域社会と河川との関わりの再構築

（３）河川愛護意識の醸成

（４）河川の適切な利用の推進



４．行事内容

推進標語

「川が好き 川にうつった 空も好き」

＊全国共通行事

絵手紙募集（河川局治水課主催）

より一層の河川愛護意識の高揚を図ることを目的とし、「川遊び～川での思い出・

川への思い～」をテーマに絵と文章を組み合わせて描いた絵手紙を広く募集します。

（詳細は別添募集チラシ）

＊月間行事（那賀川河川事務所主催）

事務所においては、横断幕、ポスター掲示による広報活動に努めるほか、主な行事として下記

のものを計画しています。

○ボランティアによる河川一斉清掃 ＊：6 月 29 日（火）王子製紙関係

日時：７月４日（日） ＊：6 月 30 日（水）岩脇小学校

場所：那賀川・桑野川沿川 ＊：7 月 3 日（土）那賀川を美しくする会等

参加予定人数：約１，８００人 ＊：7 月 10 日以降 アルボレックス等

（約 2,600 人：その他実施日を含む）

目的：美しい河川環境を維持するために“ゴミを捨てない”“河川を汚さない”“ふるさと

の川を大切にする”等のモラル啓発を目的としています。

○地元小中学生等による水生生物調査及び住民との協働による新しい水質管理指標による水質調

査

日時：７月２４日（土） 受付９：００ 開始９：３０～１０：３０

場所：阿南市羽ノ浦町明見地先（那賀川河川敷第３緑地）

目的：水生生物調査は、身近な川に生息する生物（目で見ることができる大きさ）の生息場

所を水のきれいさで４階級に分け、その生物（指標生物）の種類より水質の状況を調

査するものです。

また併せて水質調査キットや水の透明度を調べる道具を使ったり、人の感覚による

評価を取り入れるといった住民との協働による新しい水質管理指標による水質調査

を実施します。

○水の週間ｉｎ那賀川

日時：７月２４日（土）～７月２５日（日）１９：００～２１：００

場所：阿南市富岡町トノ町付近（富岡商店街の一郭）

目的：那賀川水系における、水の大切さを啓発する街頭広報を実施します。

○水難事故防止に関する出前講座（仮称）

＊日時：７月２日（金）１３：４０～１５：２０

場所：（室内）阿南市立岩脇小学校 体育館

：（現地）校内プール

対象：５年生（３７人）

目的：学校教育や社会教育等の中で、子供たちに川の面白さ等を教えると同時に、



川の特性や危険性を察知する能力・感覚を身につけてもらうため講座を開

催します。（現地状況により変更の可能性有り。）

【室内講座内容】

・スライドによる川の楽しさと怖さを勉強

・AED の使い方

【現地（実際の川）講座】

・川の危険箇所の説明

・友達が川にはまった時の助け方の実演見学（助けの呼び方、ロープの使い方。）

・スローバックの投げ方・受け方の練習

○那賀川上流ダム見学会

＊日時（予定）：７月１５日（木）９：００～１５：００

：７月２７日（火）９：００～１５：００

場所：川口ダム、長安口ダム、小見野々ダム

対象：大野小学校（４年生）、横見児童クラブ

目的：那賀川下流域の人に上流の現状を知ってもらうため、「森と湖に親しむ旬間の行事」

として、那賀川上流のダム見学を実施します。





「河川愛護月間」“推進標語”と“絵手紙”を募集します。「河川愛護月間」“推進標語”と“絵手紙”を募集します。「河川愛護月間」“推進標語”と“絵手紙”を募集します。

１．目的
「河川愛護月間（７月１日～７月31日）」における広報活動の一環と
して、平成16年度より同月間推進特別事業として様々な作品を募
集してきました。平成22年度は、河川愛護の意識をより高めていく
ことを目的として、推進標語（平成16年度選定の推進標語（「川が
好き 川にうつった 空も好き」））を募集するとともに、昨年も大変
好評でありました絵手紙を小学生、中学生、高校生及び一般の方々
から募集します。

２．応募方法
①募集内容
・推進標語
「川の自然、川と遊び、川と生活、川の美化など」日頃河川とかかわ
る中で感じた河川愛護の推進標語を募集します。
・絵手紙
「川遊び～川での思い出・川への思い～」をテーマに、絵と文章を組
み合わせて描いた絵手紙を募集します。
デザイン、彩色、画材は自由です。（写真は応募できません。）

②応募資格
河川愛護月間の趣旨に賛同して頂ける方なら、どなたでも結構で
す。（応募できる推進標語及び絵手紙はそれぞれ一人一作品です。）

③応募方法
・推進標語
1）はがき応募：官製はがき又は私製はがき1枚に、標語1点と標語の趣
旨又は河川愛護への思いを記して（100字以内）、氏名、住所、電話
番号のほか、小学生・中学生・高校生は学校名と学年を明記の上、
送付先へ郵送ください。（氏名、住所及び学校名にはふりがなを付
けてください。）

2）インターネット応募：国土交通省ホームページをご覧ください。
　　http://www.mlit.go.jp/river/index.html
・絵手紙
応募作品のサイズは、官製はがきサイズとし、応募作品の裏面に氏
名、住所、電話番号のほか、小学生・中学生・高校生は学校名と学年
を明記の上、送付先へ郵送ください。（氏名、住所及び学校名にはふ
りがなを付けてください。）

 ・ その他：応募作品は、自作・未発表のものに限ります。応募作品の
使用・著作権は、国土交通省に帰属します。また作品は返還しません。
※個人情報保護法を遵守します。
④応募期間
平成22年９月27日（月）まで（当日必着）

３．審査
審査は、水環境の専門家、マスコミ関係者、美術の専門家等で構成
する審査会において行う予定です。 

４．入選の発表
審査終了後に、入賞者に直接通知するとともに、国土交通省ホーム
ページ、機関誌等にも掲載します。

５．作品使用
優秀作品は、平成23年度「河川愛護月間」ポスター、チラシ等に使用
するほか、「河川愛護月間」の推進に幅広く活用します。

６．賞
・推進標語
最優秀賞（国土交通大臣賞） 　１点
優秀賞　（国土交通事務次官賞） 　４点
優良賞　（国土交通省河川局長賞） 　５点

・絵手紙
最優秀賞（国土交通大臣賞） 　１点
優秀賞　（国土交通事務次官賞） 　６点
優良賞　（国土交通省河川局長賞） 　８点
審査員特別賞   　５点
奨励賞   　　　　　100 点

７．表彰
主催者である国土交通省から賞状を、
協賛団体から副賞を贈呈します。

主催 ： 国土交通省
協賛 ： （社）建設広報協議会／（社）日本河川協会／
　　　（財）河川情報センター／（財）河川環境管理財団／
　　　（財）リバーフロント整備センター

「河川愛護月間」推進標語及び絵手紙募集要領「河川愛護月間」推進標語及び絵手紙募集要領「河川愛護月間」推進標語及び絵手紙募集要領

送付先・問い合わせ先等
送　付　先 〒100-8918 東京都千代田区霞が関2-1-3
  国土交通省河川局治水課内　「河川愛護月間」推進標語・絵手紙募集係
問合せ先等 国土交通省河川局治水課総務係　03-5253-8111（内線35523）
  ＨＰアドレス　http://www.mlit.go.jp/river/kasen/index.html


